
【禁忌（次の患者には投与しないこと）】
 1. 消化性潰瘍のある患者［消化性潰瘍を悪化さ

せるおそれがある。］
 2. 重篤な血液の異常のある患者［血液の異常を

悪化させるおそれがある。］
 3. 重篤な肝障害のある患者［肝障害を悪化させ

るおそれがある。］
 4. 重篤な腎障害のある患者［腎障害を悪化させ

るおそれがある。］
 5. 重篤な心機能不全のある患者［心機能を悪化

させるおそれがある。］
 6. 本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者
 7. アスピリン喘息（非ステロイド性消炎鎮痛剤

等による喘息発作の誘発）又はその既往歴の
ある患者［重篤喘息発作を誘発するおそれが
ある。］

【組成・性状】
本品は日本薬局方エテンザミドの原末で、乾燥したも
のは定量するとき、エテンザミド98.0％以上を含む。

【効能・効果】【用法・用量】
解熱鎮痛剤の調剤に用いる。

【使用上の注意】
 1. 慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）
⑴ 消化性潰瘍の既往歴のある患者［消化性潰瘍を再

発させるおそれがある。］
⑵ 血液の異常又はその既往歴のある患者［血液の異

常を悪化又は再発させるおそれがある。］
⑶ 出血傾向のある患者［血小板機能異常が起こるこ

とがある。］
⑷ 肝障害又はその既往歴のある患者［肝障害を悪化

又は再発させるおそれがある。］
⑸ 腎障害又はその既往歴のある患者［腎障害を悪化

又は再発させるおそれがある。］
⑹ 心機能異常のある患者［心機能を悪化させるおそ

れがある。］
⑺ 過敏症の既往歴のある患者
⑻ 気管支喘息のある患者［アスピリン喘息を誘発す

るおそれがある。］
⑼ 高齢者（「高齢者への投与」の項参照）

 2. 重要な基本的注意
⑴ サリチル酸系製剤の使用実態は我が国と異なる

ものの、米国においてサリチル酸系製剤とライ
症候群との関連性を示す疫学調査報告があるの
で、本剤を15才未満の水痘、インフルエンザの
患者に投与しないことを原則とするが、やむを
得ず投与する場合には、慎重に投与し、投与後
の患者の状態を十分に観察すること。［ライ症候
群：小児において極めてまれに水痘、インフル
エンザ等のウイルス性疾患の先行後、激しい嘔

吐、意識障害、痙攣（急性脳浮腫）と肝臓ほか諸
臓器の脂肪沈着、ミトコンドリア変形、AST
（GOT）・ALT（GPT）・LDH・CK（CPK）の急激
な上昇、高アンモニア血症、低プロトロンビン
血症、低血糖等の症状が短期間に発現する高死
亡率の病態である。］

⑵ 解熱鎮痛剤による治療は原因療法ではなく対症
療法であることに留意すること。

⑶ 急性疾患に対し本剤を用いる場合には、次の事
項を考慮すること。

 1） 疼痛、発熱の程度を考慮し投与すること。
 2） 原則として同一の薬剤の長期投与を避けるこ

と。
 3） 原因療法があればこれを行うこと。
⑷ 患者の状態を十分観察し、副作用の発現に留意

すること。過度の体温下降、虚脱、四肢冷却等
があらわれることがあるので、特に高熱を伴う
小児及び高齢者又は消耗性疾患の患者において
は、投与後の患者の状態に十分注意すること。

⑸ 感染症を不顕性化するおそれがあるので、感染
による炎症に対して用いる場合には適切な抗菌
剤を併用し、観察を十分に行い慎重に投与する
こと。

⑹ 他の消炎鎮痛剤との併用は避けることが望まし
い。

⑺ 高齢者及び小児には副作用の発現に特に注意し、
必要最小限の使用にとどめるなど慎重に投与す
ること。

 3. 相互作用
［併用注意］（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子
クマリン系抗
凝血剤
ワルファリン

クマリン系抗凝血剤
（ワルファリン）の作用
を増強するおそれがあ
るので、用量を調節す
るなど注意すること。

本剤がワルファリンの
血漿蛋白結合と競合
し、遊離型ワルファリ
ンが増加するためと考
えられる。

リチウム製剤
炭酸リチウム

血中リチウム濃度を上
昇させ、リチウム中毒
を起こすおそれがある
ので血中のリチウム濃
度に注意し、必要があ
れば減量すること。

明らかにされていない
が、本剤の腎における
プロスタグランジン生
合成抑制作用により、
炭酸リチウムの腎排泄
が減少し血中濃度が上
昇するためと考えられ
る。

チアジド系利
尿薬
ヒドロフルメ
チアジド、ヒ
ドロクロロチ
アジド等

これら利尿薬の利尿・
降圧作用を減弱するお
それがある。

本剤の腎におけるプロ
スタグランジン生合成
抑制作用により、水、
ナトリウムの排泄を減
少させるためと考えら
れる。
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 4. 副作用
種類＼頻度 5％以上又は頻度不明 0.1～5％未満
長期・大量投
与注1）

過呼吸、貧血、腎
障害、肝障害

過敏症注2） 発疹、浮腫、喘息発作等
精神神経系注2） 耳鳴、難聴、めまい等
血液注3） 血小板機能低下（出血時間

の延長）
消化器 食欲不振、胸やけ、胃痛、

悪心・嘔吐等
消化管潰瘍の悪化

注1） 観察を十分に行い、このような症状があらわれた場合には
投与を中止すること。

注2） 減量又は投与を中止すること。
注3） 慎重に投与すること。

 5. 高齢者への投与
高齢者では、副作用があらわれやすいので、少量
から投与を開始するなど患者の状態を観察しなが
ら慎重に投与すること（「重要な基本的注意」の項参
照）。

 6. 妊婦、産婦、授乳婦等への投与
妊婦又は妊娠している可能性のある婦人には、治
療上の有益性が危険性を上回ると判断される場合
にのみ投与すること。［サリチル酸系製剤（アスピ
リン等）には動物実験で催奇形作用が報告されてい
るものがある。］

 7. その他の注意
非ステロイド性消炎鎮痛剤を長期間投与されてい
る女性において一時的な不妊が認められたとの報
告がある。

【薬 効 薬 理】
 1. 鎮痛解熱作用
 2. 抗ヒアルロニダーゼ作用
 3. 抗滲出性作用

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：エテンザミド（Ethenzamide）
化学名：2-Ethoxybenzamide
分子式：C9H11NO2

構造式：

性 状：本品は白色の結晶又は結晶性の粉末である。
本品はメタノール、エタノール（95）又はアセトンにやや溶
けやすく、水にほとんど溶けない。
本品は約105℃でわずかに昇華し始める。

【包 装】
500g
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